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「医学生に読んでほしいこの 1冊」について 

 

医師を目指す皆さんに幅広い教養を身に付けてもらうよう、医学部教員が自ら読んで面

白いと感じたり、若かりし頃に影響を受けたりした体験をもとに、学生のうちにこそ読ん

でほしい本を厳選しました。このリストには、34人の教員から寄せられた 54冊の情報が収

載されています。一覧してみると、医学・生命科学系以外に、哲学や文化、歴史など幅広

い分野の本が選ばれています。教員による推薦文にも興味を引かれます。 

これらの本は、全て医学図書館の 2 階展示コーナーに置いてあり、貸出可能です。ぜひ

手に取ってみてください。 

本は自分の趣向で選ぶと内容が偏りがちになってしまいますが、この機会に同志でもあ

る人生の先輩が選んだ本を読み、新たな世界に触れてみてはいかがでしょう。思わぬ発見

があるかもしれません。皆さんの学生生活とこれからの人生が読書によって深みを増し、

豊かなものになることを願います。 
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日日是好日 : 「お茶」が教えてくれた15の

しあわせ / 森下典子著

著者が青春時代にお茶（茶道）を学んだ経験を綴ったものである。そこには医学教育

とは随分違った学習のあり方が示されている。先生はお点前以外は何も教えない。け

れども、ブツブツ言いながらも続けていると、突然「わかった」という日がやってく

る。お点前の動作の理由、掛け軸の絵の意味、さりげない生け花に込められた思い

…。この「気づき」の重要性はしかし、医学の学びにもどこかしら通じることなので

はないだろうか。

791:N71

漢字と日本人 / 高島俊男著

中国文学者である著者が、日本語の中に漢字が入ってきたことによる影響を、わかり

やすく解き明かした教養書である。

漢字のない日本語を想像することなど不可能であるし、漢字があった故に高度な概念

や事物を書き表すことも可能になったと我々は理解している。しかしそれは、必ずし

も「よいこと」ばかりではなかったことも、この本を読むとよくわかる。

811.2:Ka55

文章読本 / 向井敏著

様々な文章家によって「文章読本」が書かれているが、この著者のものは現代の若い

人達が読んでも、わかりやすく得るところが大きいと思う。

「文章読本」では、他に丸谷才一のもお勧めである。 801.6:B89

天野 カオリ先生

（解剖学教室）

検屍官 / パトリシア・コーンウェル著 ; 相

原真理子訳

学生時代、はじめて読んだ時には衝撃を受けました。これまで幾度も読み返していま

すが何度読んでも新鮮な感動を受けます。法病理学者である主人公をはじめとする全

ての登場人物が強烈かつ個性的で、特に第１作目の「検屍官」から第１０作目の「警

告」までは圧巻です、その後の作品からは若干ネタ切れ感がありますが同じ題材・主

人公でこれほど長い間(現在21作）長編を書き続けている著者は尊敬に値します。

933:Ke51

有村 義宏先生

（第一内科学教室）
脳を活かす勉強法 / 茂木健一郎著

楽しく勉強できるようになる

379.7:N97

市村 正一先生

（整形外科学教室）

アーロン収容所 -西欧ヒューマニズムの限

界-. /  会田雄次著

会田雄次京都大学名誉教授がビルマ（現ミャンマー）で英国主体の連合国が管理する

捕虜収容所での自らの経験を時にユーモラスに著作した名著である。当時の欧米人の

アジア人の統治理念を理解する上で参考になる。
916:A24

浮山 越史先生

（小児外科学教室）

夜と霧 / ヴィクトール・E.フランクル著 ;

霜山徳爾訳

ユダヤ人の精神科医がアウシュビッツの強制収容所で、精神科医の立場から書いた本

です。どのような状況にあっても光り輝く人はいる。そしてその人々は皆死んでいっ

た。穏やかな語り口から凄惨であった状況が感じられます。自分はそのような状況で

光り輝くことができるであろうか。人が生きる意味を考えさせられる1冊です。

946:Y84

日本‐喪失と再起の物語:黒船、敗戦、そし

て3・11 (上) (下) / デイヴィッド・ピリング

著 ; 仲達志訳

著者はFinancial Timesのアジア支局長である。日本を良く理解する外国人ジャーナリ

ストの目に、最近の日本がどう映っているかを知るのは大変興味深く、激動の世界で

生き抜いてゆくためのヒントを与えてくれる。日本近代史に関する新たな発見にもな

る。

210.76:N71:1

210.76:N71:2

データ社会を生き抜くための武器と教養

（統計学が最強の学問である） / 西内啓著

統計のテキストはたくさんあるが、本書はわかりやすくかつ網羅的に解説されてお

り、勉強しようと思っている人にお薦めである。続編の実践編とあわせて読むとよ

い。
350.1:To29

利己的な遺伝子 / リチャード・ドーキンス

[著] ; 日高敏隆 [ほか] 訳

著者は、生物とは「遺伝子という利己的な分子を保存するためにプログラムされたロ

ボットである」という。当時このような考え方もあるのだとびっくりした。実証も反

証も容易でないその理論は今も色褪せない。
QU450:R41

狩野 葉子先生

（皮膚科学教室）
舟を編む / 三浦しをん著

出版社の営業部で周囲の人々からある種の「変わり者」としてとらえられていた主人

公が、新しい辞書の作成のために辞書編集部へ移動し、そこで「言葉」の世界へのめ

りこんでいく様子が描かれています。主人公の個性的な生き方とともに辞書編集者と

して「語彙」や「言葉」にマニアックなこだわりを持つようになる過程に面白さがあ

ります。医学からちょっと離れて気分転換するときにお薦めの一冊です。

913.6:F89

遠き落日 / 渡辺淳一著

世界的に高名な細菌学者である野口英世の研究に対する姿勢が理解できる。医学研究

の重要性を医学生にわかってもらうために良い本となる。加えて２０世紀初頭の世界

における医学史も理解できる。
913.6:To33:1

913.6:To33:2

胡蝶の夢 / 司馬遼太郎著

本書により、我が国の西洋医学の黎明期の出来事が理解できる。シーボルトの我が国

の西洋医学への貢献内容や幕府御典医であった松本良順が西洋医学に開眼していく経

緯も医学生にとって興味深いものと思われる。

913.6:Ko15:1

913.6:Ko15:2

913.6:Ko15:3

913.6:Ko15:4

華岡青洲の妻 / 有吉佐和子著

世界初の全身麻酔の成功譚は美談ではすまされない。その陰には、自ら進んで「通仙

散」薬の実験台となった華岡青洲の母と妻の傷ましい確執があった・・。オタク医師

清洲が、自分の研究に執着するあまり、嫁姑の競い合いを利用して生命倫理を蔑ろに

したという、戒めの物語でもある。

913.6:A78

世界は分けてもわからない / 福岡伸一著

大ベストセラー「生物と無生物のあいだ」の続編の本著では、分子生物学者たちの格

闘のドラマを垣間見ることができる。STAP細胞事件を遡ること30数年前、癌発生メカ

ニズム発見でわく米国で露見した捏造事件は、科学界にはびこる深刻な病を象徴する

ものであったのか？！

460.4:Se22

偽善の医療 / 里見清一著

ベテラン臨床医里見（ペンネーム）が、医療現場で抱く違和感についてシニカルに問

題提起する。不確実性を認めない医療体制や過剰期待する患者へのつっこみは鋭く、

容赦のない物言いを、インテリ医師の思い上がりだと評する向きもあるようだが、主

張は真っ当で小気味よい。続編「愚衆の病理」、「医師の一分」もお勧め。

W9:G47

赤木 美智男先生

（医学教育学教室）

要 伸也先生

（第一内科学教室）

神谷 茂先生

（感染症学教室）

苅田 香苗先生

（衛生学公衆衛生学教室）
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花埋み / 渡辺淳一著

明治初期、国家試験を経て日本人初の女性医師となった荻野吟子の物語。女性に対す

る差別や偏見が強かった時代に、多くの苦難を乗り越えて医師になり、さらに過酷な

試練に耐えて生きていく姿は、現代では想像できないような、それでいてまぎれもな

く近代日本の姿であったことを痛感させる。
913.6:H28

光る壁画 / 吉村昭著

終戦後間もない日本で、胃カメラの開発に情熱を燃やした東大病院分院の医師とオリ

ンパスの技術者達の物語。今や医療現場で欠かすことの出来ないツールとなった内視

鏡が、様々な苦闘を経てどのように生み出されたかを辿り、日本が世界に冠たる内視

鏡大国となった原点を知ることができる。なお本書にはのちに杏林大学初代学長とな

られる福田保先生始め、何名かの杏林大学関係者が実名で登場する。

913.6:H57

仏像のこころ / 梅原猛著

例えば薬師如来という仏像は、医学の発達した現代社会では信仰すべき意義は殆ど失

われているにも拘わらず、いまだに崇拝の対象であり続けている。本書は仏像鑑賞の

ための手引書ではなく、現代社会のさまざまな矛盾を解き明かす道しるべとしての可

能性を仏像の中に求めた本である。そこには日本人が持つ精神文化の多様性や柔軟性

に対する深い洞察がある。

186.8:B97

人間と動物の病気を一緒にみる : 医療を変

える汎動物学 (ズービキティ) の発想 / バー

バラ・N・ホロウィッツ, キャスリン・バウ

アーズ著 ; 土屋晶子訳

ヒト専門の普通の医者に意識改革になる事、まちがいなし。

W9:N76

患者はだれでも物語る : 医学の謎と診断の

妙味 / リサ・サンダース [著] ; 塚本明子訳

診断の本質的な難しさが、ニュースキャスターから医者になった反部外者の視点から

上手に描かれている。 WB141.5:Ka55

医師は最善を尽くしているか : 医療現場の

常識を変えた11のエピソード / アトゥー

ル・ガワンデ [著] ; 原井宏明訳

Atul Gawande の本はどれも推薦できるが、日本語で読める中ではこれを勧める。

W9:I82

後藤田 貴也先生

（生化学教室）

二重螺旋　完全版 / ジェームズ・D.ワトソ

ン [著] ; アレクサンダー・ガン, ジャン・

ウィトコウスキー編 ; 青木薫訳

DNAの二重らせん構造の発見者の一人である著者がその発見過程を綴った旧著「The

Double Helix」は、人間的には極めて不完全な、しかし人並みはずれた野心家青年がい

かにして現代生命科学の扉を押し開いたかが赤裸々に綴られていた。今回、資料を追

補したこの超一級のサイエンスノンフィクションを、ポストゲノム時代に学ぶ医学生

にこそ薦めたい。

QU58.5:N73

小林 陽一先生

（産婦人科学教室）

スピリチュアルケア : 病む人とその家族・

友人および医療スタッフのための心のケア

/ ウァルデマール・キッペス著

この本には病気で悩む患者さんに対してどのように接するべきか、分かりやすくしか

も実践的に解説されており、是非医学生に医師になる前に読んでいただきたい。 WB315:Su75

三国志 / 宮城谷昌光著

後漢が滅びて三国がおこり、最終的に魏を簒奪した晋が統一するあたりまでを正史を

もとに書かれている。個人の能力や発想が国（組織）を変えていくこともあれば、国

の歴史の流れの中で個人の運命が翻弄されたりすることもあることが分かる。この歴

史を単に英雄の戦記ものととらえるのは、いかにも浅薄であろう。

913.6:Sa63:1~

913.6:Sa63:12

913.6:Sa63:S

Never Let Me Go / Kazuo Isiguro

医学的には突っ込みどころ満載だが、ありふれた日常の出来事を非日常のフレームに

入れたときにどうなるかの描写がよくできていると思う。

※図書館所蔵は和訳本「わたしを離さないで」カズオ・イシグロ著 ; 土屋政雄訳 にな

ります。

933:W47

天地明察 / 冲方丁著

碁打ちの家に生まれたが、算術と暦法に魅せられた若者の半生記。何かを理解した

い、勉強したいという意欲が爽やかである。 913.6:Te35

佐藤 栄志先生

（脳神経外科学教室）

脳死とは何か : 基本的な理解を深めるため

に. 改訂新版 / 竹内一夫著

医学の進歩は「脳死」という、新しい概念をもたらした。わが国では臓器移植のド

ナーに限り、「脳死」を法的に人間の死として認めている。それでは「脳死」とは一

体どういう状態をいうのか？

「竹内基準」が、杏林大学から発信されたことを知らない医学生には必ず読んで欲し

い。

W820:N97

日本の社会保障 / 広井良典著

少し古いが、現在の日本のあり方が見えてくる。

364:N71

置かれた場所で咲きなさい / 渡辺和子著

最近の若い世代に欠けている内容がわかりやすく記載されている。

914.6:O45

櫻井 裕之先生

（薬理学教室）

塩川 芳昭先生

（脳神経外科学教室）

川上 速人先生

（解剖学教室）

黒田 航先生

（英語学教室）
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菅 浩隆先生

（形成外科学教室）

こんな夜更けにバナナかよ : 筋ジス・鹿野

靖明とボランティアたち / 渡辺一史著

筋ジストロフィーを患う患者と介助ボランティアのリアルな人間関係を描いたノン

フィクションです。タイトルに惹かれて読み始めましたが、ありがちな美談とは違

う、生身の人間同士のぶつかり合いやお互いの成長が描かれており、一気に読了しま

した。いくつかの賞も受賞している名著です。
369.27:Ko75

滝澤 始先生

（第一内科学教室）
どくとるマンボウ航海記 / 北杜夫著

私が中学生の頃出版され、以来折に触れて読み返しては新たな発見をしています。筆

者の人間への温かいまなざしや地球環境などへの視野の広さは、独特のユーモアとと

もにきっと心に残ると思います。 913.6:D83

竹尾 暁先生

（感染症学教室）
羊の歌 : わが回想 / 加藤周一著

医師にして、古今東西の事象を論じる、戦後日本を代表する評論家、2008年没。知の

巨人とも称された加藤周一氏の自己形成の軌跡。読了して興味がわけば、浪花節と一

線を画す氏の評論の世界へと進まれたい。
910.26:H77:1

910.26:H77:2

谷口 善仁先生

（衛生学公衆衛生学教室）

朽ちていった命 : 被曝治療83日間の記録 /

NHK「東海村臨界事故」取材班著

放射線による急性影響がどのように身体機能の低下につながり、医療チームがどのよ

うに連携して治療にあたるのか一般人にもわかるように書かれた良書。また、医療、

医学面以外にも原発、核燃サイクルに対する考え方など将来の日本の有り方を考えさ

せられる（ちなみに私は反原発ではありませんが）。取材はNHKが行っているので信

頼性があり、また、2014年には日本学術会議において「医学教育における必修化をは

じめとする放射線の健康リスク科学教育の充実 」が提言されているので一読の価値は

あります。

※図書館所蔵は「被曝治療83日間の記録 : 東海村臨界事故」NHK取材班著 になりま

す。

916:H54

千葉 厚郎先生

（第一内科学教室）

世界の測量 : ガウスとフンボルトの物語 /

ダニエル・ケールマン著 ; 瀬川裕司訳

その時代の理解可能な範囲の境界線を越えて、それぞれのフィールドでこの世界を測

り取ろうとした２人の探検者の話です。直ちには理解出来ないことに出会ったとき

に、その向こう側に向かう気持ちを起こさせてくれるかもしれません。 943:Se22

遠山 満先生

（物理学教室）
終わらざる夏 / 浅田次郎著

1945年8月15日を過ぎてから、千島列島最北端の島で起こった、日本軍とソ連軍の戦闘

に関わったり巻き込まれたりした、いろいろな人々を描いた小説です。当時のあまり

知られていない意外な一面が分かります。
913.6:O93:1

913.6:O93:2

徳嶺 譲芳

(麻酔科学教室)

ブレイン・ルール : 脳の力を100%活用する

/ ジョン・メディナ著 ; 小野木明恵訳

知的活動を成功させるためには、意識を集中し、高いレベルで継続させなければなら

ない。そうと知ってはいても、現実では難しい…。

本書は、人間の脳の特性を解き明かし、それをルールとして提示するよう試みた。こ

れらのルールを使いこなせれば、もしかすると脳をよりよくコントロールすることが

できるかもしれない…。

WL300:B91

戸成 綾子先生

（放射線腫瘍学教室）

ウィリアム・オスラー : ある臨床医の生涯 /

マイケル・ブリス著 ; 三枝小夜子訳

医療人としてじっくり考える良い機会となりました。

WZ100:W78

自発的隷従論

16世紀の著書であるが、現代でも、自由を知らない多くの隷従者は同じような立場に

置かれる。圧政者の前でも臆病とならなかったヒッポクラテスの正しい心と気高い性

格は、永遠に参考になるだろう。 311:J48

自由と規律 : イギリスの学校生活 / 池田潔

著

自由の精神が厳格な規律の中ではぐぐまれてゆく教育システムを、英国のパブリック

スクールの体験を通して描いている。時代背景は第一次大戦後であるが、自由の保障

とは何かという問いはいつの時代でも参考になる。 372.33:J55

思いやる勇気 : ユダヤ人をホロコーストか

ら救った人びと / キャロル・リトナー, サン

ドラ・マイヤーズ編 ; 食野雅子訳

ユダヤ人救出を行った人々の勇気という人間の尊厳という問題が描かれている。一方

で、一般市民の何も言わない、関わらないという態度は多くのユダヤ人の死につな

がった。人間の死についてあらためて考えたい。 936:O63

幸福論 / アラン著 ; 串田孫一, 中村雄二郎訳

誰もが思い悩むことがあるはずです。そんな時に読んでみると、少し悩みが軽くなる

かもしれません。 135.5:Ko23

武士道 = Bushido / 新渡戸稲造著 ; 須知徳平

訳

人生の立ち振る舞いについて参考になるのではないでしょうか。

156:B95

奴田原 紀久雄先生

（泌尿器科学教室）
胡蝶の夢 / 司馬遼太郎著

江戸時代末期の日本において系統的に西洋医学の導入をはかったポンペと、その受け

入れを担った松本良順、島倉伊之助(この人の病名は何でしょう）の物語。物語として

もおもしろいし、西洋医学を学ぶ自分たちは、ポンペの何代目かの孫弟子になるとい

う実感がわくかもしれない。医学を学んだ目で社会を見たとき、我々は何に気づくべ

きでしょうか。そんなことも考えさせてくれる本です。

913.6:Ko15:1

913.6:Ko15:2

913.6:Ko15:3

913.6:Ko15:4

長島 文夫先生

（腫瘍内科学教室）

長島 鎮先生

（外科学教室）
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Never Let Me Go / Kazuo Isiguro

これは臓器移植に関する全くのフィクションです。読み進むうち予想外の展開に何語

で書かれていたか忘れてしまうほど引き込まれてしまいました。未だ読んだことはな

いのですが日本語に翻訳された本も出版されています。2010年には映画化もされまし

た。

※図書館所蔵は和訳本「わたしを離さないで」カズオ・イシグロ著 ; 土屋政雄訳 にな

ります。

933:W47

選択の科学 : コロンビア大学ビジネスス

クール特別講義 / シーナ・アイエンガー著 ;

櫻井祐子訳

人は一日に何回選択による意思決定をしているのでしょうか。この本では著者の研究

結果を紹介しながら選択についてユーモアを交えながら解説しています。特に、患者

や家族が治療法を選択することに関する項は一読の価値があると思いました。 361.4:Se74

真実一路 / 山本有三著

気恥ずかしいほど実直な人々が登場してくる物語で、昭和時代の情景を丁寧な文体で

表現しています。時にはこのような本を通じて「真実」について考えてみるのは如何

でしょうか。作者の山本有三は三鷹に住んでいたことがあり現在その家は記念館と

なっています。

913.6:Sh63

平形 明人先生

（眼科学教室）

体の贈り物 / レベッカ・ブラウン著 ; 柴田

元幸訳

生と死、希望と絶望を実感する患者の物語をシンプルに綴っていて、読後に何らかの

共感、感動を呼ぶ小説で、医学部学生にお勧め。

翻訳が美しい。
933:Ka62

古川 誠志先生

（産科婦人科学教室）

臨床研究の道標 (みちしるべ) : 7つのステッ

プで学ぶ研究デザイン / 福原俊一著

医師となり臨床を経験すると様々な疑問に直面します。教科書に載ってないことも経

験し、文献を漁って似たような症例を探したりします。本書は「これってもしかして

新しい知見じゃないか」と考えたあなたにきっと役立つ本です。最終的な目標（論文

化）までのプロセスを解説してくれます。
WA950:R45

正木 忠彦先生

（外科学教室）

平静の心 : オスラー博士講演集 / オスラー

[述] ; 日野原重明, 仁木久恵訳

医師の心構えについてオスラー博士が折につけて語った言葉が心に沁みわたってくる

名著です。

是非医学生、研修医の諸君に読んでいただきたい。 W9:H51

ザ・マインドマップ : 脳の無限の可能性を

引き出す技術 / トニー・ブザン, バリー・ブ

ザン著 ; 近田美季子訳

情報の視覚化の方法のひとつであるマインドマップの作成法が概説されています。私

は論文執筆や研究の立案に際してマインドマップを頻用しています。とくに論文作製

においてネックとなる「考察」の執筆に際して、情報整理・集約に極めて有用である

ことを実感しております。今後医師、研究者となるみなさんにお勧めしたいと思いま

す。

141.5:Ma31

レヴィナスと愛の現象学 / 内田 樹著

フランスに帰化したユダヤ人哲学者レヴィナスの入門書です。レヴィナスが考察し

た、「自分が計り知ることができない隔絶した存在としての他者」と「自分」の関係

は、まさに医師として生きていくに際して日常的に直面しなければならない困難な状

況そのものに思えます。原文の翻訳はかなり難解で、読破はほぼ不可能と思います

が、本書は思想の理解の一助になるでしょう。

135:R29

吉田 正雄先生

（衛生学公衆衛生学教室）

死ぬ瞬間 / E・キューブラー・ロス著 ; 鈴木

晶訳

アメリカの精神科医 E. Kubler Rose は、アメリカ国内で約200人の臨死患者にインタ

ビューを重ねながら、臨死患者が死に至るまでの心理過程に５つの段階があるとまと

めました。終末期の患者の苦痛や苦悩を理解できる医師になるためにも、医学部を卒

業するまでに医学生には必ず読んでほしい１冊です。
146:Sh69

Better : A Surgeon's Notes on Performance

/ Atul Gawande

著者は、WHOの安全な手術のためのチェックリストを世界に広めた、アメリカ、ハー

バード大学の外科医。自身の外科研修医時代のエピソードを含めた、医療の安全とは

何かを説いた名著である。「医師は最善を尽くしているか : 医療現場の常識を変えた

11のエピソード」の題名で和訳はあるが、原書もわかりやすい英語で、医学生や若い

医師にも読みやすい。アメリカの臨床現場を臨場感をもって味わうとともに医療に関

係のある英語に触れることができる。医学生へのメッセージも書かれている。

※図書館所蔵は和訳本「医師は最善を尽くしているか : 医療現場の常識を変えた11の

エピソード」アトゥール・ガワンデ [著] ; 原井宏明訳 になります。

W9:I82

Complications : A Surgeon's Notes on an

Imperfect Science / Atul Gawande

上記と同様、Gawandeの書き下ろし本である。医学生はよりよい医療を目指して勉学

に励むのであるが、一旦、医療現場に足を踏み入れると、合併症をいかに防ぐか合併

症が起きたときにいかに対応するかという恐ろしい現実が待ち受けている。しかし、

この著書は堅苦しい内容ではない。Gawande氏の研修医時代からのエピソードを交え

た読み応えのある内容である。「コード・ブルー : 外科研修医救急コール」という和訳

はあるが、原書の英語も読みやすい。

WO9:C85

The Checklist Manifesto : How to Get

Things Right /  Atul Gawande

上記１，２と同じGawande氏の著書である。これは、WHOの安全な手術のための

チェックリストを作り上げるきっかけになったエピソード、作る過程、航空業界や建

築業界のの安全管理を模範にしたこと、その苦労などがわかりやすく書かれている。

チェックリストを安全管理として医療現場に広めた原点である。アメリカではミリオ

ンセラーとなっている。日本語訳版も出版されている。英語版も読みやすい。

※図書館所蔵は和訳本「アナタはなぜチェックリストを使わないのか? : 重大な局面で

“正しい決断"をする方法」アトゥール・ガワンデ著 ; 吉田竜訳 になります。

WX150:A46

萬 知子先生

（麻酔科学教室）

花輪 智子先生

（感染症学教室）

森井 健司先生

（整形外科学教室）
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1 135.5:Ko23 幸福論 / アラン著 ; 串田孫一, 中村雄二郎訳
長島 鎮先生

（外科学教室）

誰もが思い悩むことがあるはずです。そんな時に読んでみると、少し悩みが軽

くなるかもしれません。

2 135:R29 レヴィナスと愛の現象学 / 内田 樹著
森井 健司先生

（整形外科学教室）

フランスに帰化したユダヤ人哲学者レヴィナスの入門書です。レヴィナスが考

察した、「自分が計り知ることができない隔絶した存在としての他者」と「自

分」の関係は、まさに医師として生きていくに際して日常的に直面しなければ

ならない困難な状況そのものに思えます。原文の翻訳はかなり難解で、読破は

ほぼ不可能と思いますが、本書は思想の理解の一助になるでしょう。

3 141.5:Ma31

ザ・マインドマップ : 脳の無限の可能性を

引き出す技術 / トニー・ブザン, バリー・ブ

ザン著 ; 近田美季子訳

森井 健司先生

（整形外科学教室）

情報の視覚化の方法のひとつであるマインドマップの作成法が概説されていま

す。私は論文執筆や研究の立案に際してマインドマップを頻用しています。と

くに論文作製においてネックとなる「考察」の執筆に際して、情報整理・集約

に極めて有用であることを実感しております。今後医師、研究者となるみなさ

んにお勧めしたいと思います。

4 146:Sh69
死ぬ瞬間 / E・キューブラー・ロス著 ; 鈴木

晶訳

吉田 正雄先生

（衛生学公衆衛生学教室）

アメリカの精神科医 E. Kubler Rose は、アメリカ国内で約200人の臨死患者に

インタビューを重ねながら、臨死患者が死に至るまでの心理過程に５つの段階

があるとまとめました。終末期の患者の苦痛や苦悩を理解できる医師になるた

めにも、医学部を卒業するまでに医学生には必ず読んでほしい１冊です。

5 156:B95
武士道 = Bushido / 新渡戸稲造著 ; 須知徳平

訳

長島 鎮先生

（外科学教室）

人生の立ち振る舞いについて参考になるのではないでしょうか。

6 186.8:B97 仏像のこころ / 梅原猛著
川上 速人先生

（解剖学教室）

例えば薬師如来という仏像は、医学の発達した現代社会では信仰すべき意義は

殆ど失われているにも拘わらず、いまだに崇拝の対象であり続けている。本書

は仏像鑑賞のための手引書ではなく、現代社会のさまざまな矛盾を解き明かす

道しるべとしての可能性を仏像の中に求めた本である。そこには日本人が持つ

精神文化の多様性や柔軟性に対する深い洞察がある。

7
210.76:N71:1

210.76:N71:2

日本‐喪失と再起の物語:黒船、敗戦、そし

て3・11 (上) (下) / デイヴィッド・ピリング

著 ; 仲達志訳

要 伸也先生

（第一内科学教室）

著者はFinancial Timesのアジア支局長である。日本を良く理解する外国人

ジャーナリストの目に、最近の日本がどう映っているかを知るのは大変興味深

く、激動の世界で生き抜いてゆくためのヒントを与えてくれる。日本近代史に

関する新たな発見にもなる。

8 311:J48
自発的隷従論 / エティエンヌ・ド・ラ・ボ

エシ  ; 山上浩嗣訳

長島 文夫先生

（腫瘍内科学教室）

16世紀の著書であるが、現代でも、自由を知らない多くの隷従者は同じような

立場に置かれる。圧政者の前でも臆病とならなかったヒッポクラテスの正しい

心と気高い性格は、永遠に参考になるだろう。

9 350.1:To29
データ社会を生き抜くための武器と教養

（統計学が最強の学問である） / 西内啓著

要 伸也先生

（第一内科学教室）

統計のテキストはたくさんあるが、本書はわかりやすくかつ網羅的に解説され

ており、勉強しようと思っている人にお薦めである。続編の実践編とあわせて

読むとよい。

10 361.4:Se74

選択の科学 : コロンビア大学ビジネスス

クール特別講義 / シーナ・アイエンガー著 ;

櫻井祐子訳

花輪 智子先生

（感染症学教室）

人は一日に何回選択による意思決定をしているのでしょうか。この本では著者

の研究結果を紹介しながら選択についてユーモアを交えながら解説していま

す。特に、患者や家族が治療法を選択することに関する項は一読の価値がある

と思いました。

11 364:N71 日本の社会保障 / 広井良典著
塩川 芳昭先生

（脳神経外科学教室）

少し古いが、現在の日本のあり方が見えてくる。

12 369.27:Ko75
こんな夜更けにバナナかよ : 筋ジス・鹿野

靖明とボランティアたち / 渡辺一史著

菅 浩隆先生

（形成外科学教室）

筋ジストロフィーを患う患者と介助ボランティアのリアルな人間関係を描いた

ノンフィクションです。タイトルに惹かれて読み始めましたが、ありがちな美

談とは違う、生身の人間同士のぶつかり合いやお互いの成長が描かれており、

一気に読了しました。いくつかの賞も受賞している名著です。

13 372.33:J55
自由と規律 : イギリスの学校生活 / 池田潔

著

長島 文夫先生

（腫瘍内科学教室）

自由の精神が厳格な規律の中ではぐぐまれてゆく教育システムを、英国のパブ

リックスクールの体験を通して描いている。時代背景は第一次大戦後である

が、自由の保障とは何かという問いはいつの時代でも参考になる。

14 379.7:N97 脳を活かす勉強法 / 茂木健一郎著
有村 義宏先生

（第一内科学教室）

楽しく勉強できるようになる

5
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15 460.4:Se22 世界は分けてもわからない / 福岡伸一著
苅田 香苗先生

（衛生学公衆衛生学教室）

大ベストセラー「生物と無生物のあいだ」の続編の本著では、分子生物学者た

ちの格闘のドラマを垣間見ることができる。STAP細胞事件を遡ること30数年

前、癌発生メカニズム発見でわく米国で露見した捏造事件は、科学界にはびこ

る深刻な病を象徴するものであったのか？！

16 791:N71
日日是好日 : 「お茶」が教えてくれた15の

しあわせ / 森下典子著

赤木 美智男先生

（医学教育学教室）

著者が青春時代にお茶（茶道）を学んだ経験を綴ったものである。そこには医

学教育とは随分違った学習のあり方が示されている。先生はお点前以外は何も

教えない。けれども、ブツブツ言いながらも続けていると、突然「わかった」

という日がやってくる。お点前の動作の理由、掛け軸の絵の意味、さりげない

生け花に込められた思い…。この「気づき」の重要性はしかし、医学の学びに

もどこかしら通じることなのではないだろうか。

17 801.6:B89 文章読本 / 向井敏著
赤木 美智男先生

（医学教育学教室）

様々な文章家によって「文章読本」が書かれているが、この著者のものは現代

の若い人達が読んでも、わかりやすく得るところが大きいと思う。

「文章読本」では、他に丸谷才一のもお勧めである。

18 811.2:Ka55 漢字と日本人 / 高島俊男著
赤木 美智男先生

（医学教育学教室）

中国文学者である著者が、日本語の中に漢字が入ってきたことによる影響を、

わかりやすく解き明かした教養書である。

漢字のない日本語を想像することなど不可能であるし、漢字があった故に高度

な概念や事物を書き表すことも可能になったと我々は理解している。しかしそ

れは、必ずしも「よいこと」ばかりではなかったことも、この本を読むとよく

わかる。

19
910.26:H77:1

910.26:H77:2
羊の歌 : わが回想 / 加藤周一著

竹尾 暁先生

 （感染症学教室）

医師にして、古今東西の事象を論じる、戦後日本を代表する評論家、2008年

没。知の巨人とも称された加藤周一氏の自己形成の軌跡。読了して興味がわけ

ば、浪花節と一線を画す氏の評論の世界へと進まれたい。

20 913.6:A78 華岡青洲の妻 / 有吉佐和子著
苅田 香苗先生

（衛生学公衆衛生学教室）

世界初の全身麻酔の成功譚は美談ではすまされない。その陰には、自ら進んで

「通仙散」薬の実験台となった華岡青洲の母と妻の傷ましい確執があっ

た・・。オタク医師清洲が、自分の研究に執着するあまり、嫁姑の競い合いを

利用して生命倫理を蔑ろにしたという、戒めの物語でもある。

21 913.6:D83 どくとるマンボウ航海記 / 北杜夫著
滝澤 始先生

（第一内科学教室）

私が中学生の頃出版され、以来折に触れて読み返しては新たな発見をしていま

す。筆者の人間への温かいまなざしや地球環境などへの視野の広さは、独特の

ユーモアとともにきっと心に残ると思います。

22 913.6:F89 舟を編む / 三浦しをん著
狩野 葉子先生

（皮膚科学教室）

出版社の営業部で周囲の人々からある種の「変わり者」としてとらえられてい

た主人公が、新しい辞書の作成のために辞書編集部へ移動し、そこで「言葉」

の世界へのめりこんでいく様子が描かれています。主人公の個性的な生き方と

ともに辞書編集者として「語彙」や「言葉」にマニアックなこだわりを持つよ

うになる過程に面白さがあります。医学からちょっと離れて気分転換するとき

にお薦めの一冊です。

23 913.6:H28 花埋み / 渡辺淳一著
川上 速人先生

（解剖学教室）

明治初期、国家試験を経て日本人初の女性医師となった荻野吟子の物語。女性

に対する差別や偏見が強かった時代に、多くの苦難を乗り越えて医師になり、

さらに過酷な試練に耐えて生きていく姿は、現代では想像できないような、そ

れでいてまぎれもなく近代日本の姿であったことを痛感させる。

24 913.6:H57 光る壁画 / 吉村昭著
川上 速人先生

（解剖学教室）

終戦後間もない日本で、胃カメラの開発に情熱を燃やした東大病院分院の医師

とオリンパスの技術者達の物語。今や医療現場で欠かすことの出来ないツール

となった内視鏡が、様々な苦闘を経てどのように生み出されたかを辿り、日本

が世界に冠たる内視鏡大国となった原点を知ることができる。なお本書にはの

ちに杏林大学初代学長となられる福田保先生始め、何名かの杏林大学関係者が

実名で登場する。

神谷 茂先生

（感染症学教室）

本書により、我が国の西洋医学の黎明期の出来事が理解できる。シーボルトの

我が国の西洋医学への貢献内容や幕府御典医であった松本良順が西洋医学に開

眼していく経緯も医学生にとって興味深いものと思われる。

奴田原 紀久雄先生

（泌尿器科学教室）

江戸時代末期の日本において系統的に西洋医学の導入をはかったポンペと、そ

の受け入れを担った松本良順、島倉伊之助(この人の病名は何でしょう）の物

語。物語としてもおもしろいし、西洋医学を学ぶ自分たちは、ポンペの何代目

かの孫弟子になるという実感がわくかもしれない。医学を学んだ目で社会を見

たとき、我々は何に気づくべきでしょうか。そんなことも考えさせてくれる本

です。

25

913.6:Ko15:1

913.6:Ko15:2

913.6:Ko15:3

913.6:Ko15:4

胡蝶の夢 / 司馬遼太郎著
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26
913.6:O93:1

913.6:O93:2
終わらざる夏 / 浅田次郎著

遠山 満先生

（物理学教室）

1945年8月15日を過ぎてから、千島列島最北端の島で起こった、日本軍とソ連

軍の戦闘に関わったり巻き込まれたりした、いろいろな人々を描いた小説で

す。当時のあまり知られていない意外な一面が分かります。

27

913.6:Sa63:1~

913.6:Sa63:12

913.6:Sa63:S

三国志 / 宮城谷昌光著
櫻井 裕之先生

（薬理学教室）

後漢が滅びて三国がおこり、最終的に魏を簒奪した晋が統一するあたりまでを

正史をもとに書かれている。個人の能力や発想が国（組織）を変えていくこと

もあれば、国の歴史の流れの中で個人の運命が翻弄されたりすることもあるこ

とが分かる。この歴史を単に英雄の戦記ものととらえるのは、いかにも浅薄で

あろう。

28 913.6:Sh63 真実一路 / 山本有三著
花輪 智子先生

（感染症学教室）

気恥ずかしいほど実直な人々が登場してくる物語で、昭和時代の情景を丁寧な

文体で表現しています。時にはこのような本を通じて「真実」について考えて

みるのは如何でしょうか。作者の山本有三は三鷹に住んでいたことがあり現在

その家は記念館となっています。

29 913.6:Te35 天地明察 / 冲方丁著
櫻井 裕之先生

（薬理学教室）

碁打ちの家に生まれたが、算術と暦法に魅せられた若者の半生記。何かを理解

したい、勉強したいという意欲が爽やかである。

30
913.6:To33:1

913.6:To33:2
遠き落日 / 渡辺淳一著

神谷 茂先生

（感染症学教室）

世界的に高名な細菌学者である野口英世の研究に対する姿勢が理解できる。医

学研究の重要性を医学生にわかってもらうために良い本となる。加えて２０世

紀初頭の世界における医学史も理解できる。

31 914.6:O45 置かれた場所で咲きなさい / 渡辺和子著
塩川 芳昭先生

（脳神経外科学教室）

最近の若い世代に欠けている内容がわかりやすく記載されている。

32 916:A24
アーロン収容所 -西欧ヒューマニズムの限

界-.  / 会田雄次著

市村 正一先生

（整形外科学教室）

会田雄次京都大学名誉教授がビルマ（現ミャンマー）で英国主体の連合国が管

理する捕虜収容所での自らの経験を時にユーモラスに著作した名著である。当

時の欧米人のアジア人の統治理念を理解する上で参考になる。

33 916:H54
朽ちていった命 : 被曝治療83日間の記録 /

NHK「東海村臨界事故」取材班著

谷口 善仁先生

（衛生学公衆衛生学教室）

放射線による急性影響がどのように身体機能の低下につながり、医療チームが

どのように連携して治療にあたるのか一般人にもわかるように書かれた良書。

また、医療、医学面以外にも原発、核燃サイクルに対する考え方など将来の日

本の有り方を考えさせられる（ちなみに私は反原発ではありませんが）。取材

はNHKが行っているので信頼性があり、また、2014年には日本学術会議におい

て「医学教育における必修化をはじめとする放射線の健康リスク科学教育の充

実 」が提言されているので一読の価値はあります。

※図書館所蔵は「被曝治療83日間の記録 : 東海村臨界事故」NHK取材班著 にな

ります。

34 933:Ka62
体の贈り物 / レベッカ・ブラウン著 ; 柴田

元幸訳

平形 明人先生

（眼科学教室）

生と死、希望と絶望を実感する患者の物語をシンプルに綴っていて、読後に何

らかの共感、感動を呼ぶ小説で、医学部学生にお勧め。

翻訳が美しい。

35 933:Ke51
検屍官 / パトリシア・コーンウェル著 ; 相

原真理子訳

天野 カオリ先生

（解剖学教室）

学生時代、はじめて読んだ時には衝撃を受けました。これまで幾度も読み返し

ていますが何度読んでも新鮮な感動を受けます。法病理学者である主人公をは

じめとする全ての登場人物が強烈かつ個性的で、特に第１作目の「検屍官」か

ら第１０作目の「警告」までは圧巻です、その後の作品からは若干ネタ切れ感

がありますが同じ題材・主人公でこれほど長い間(現在21作）長編を書き続けて

いる著者は尊敬に値します。

櫻井 裕之先生

（薬理学教室）

医学的には突っ込みどころ満載だが、ありふれた日常の出来事を非日常のフ

レームに入れたときにどうなるかの描写がよくできていると思う。

※図書館所蔵は和訳本「わたしを離さないで」カズオ・イシグロ著 ; 土屋政雄

訳 になります。

花輪 智子先生

（感染症学教室）

これは臓器移植に関する全くのフィクションです。読み進むうち予想外の展開

に何語で書かれていたか忘れてしまうほど引き込まれてしまいました。未だ読

んだことはないのですが日本語に翻訳された本も出版されています。2010年に

は映画化もされました。

※図書館所蔵は和訳本「わたしを離さないで」カズオ・イシグロ著 ; 土屋政雄

訳 になります。

36 933:W47 Never Let Me Go / Kazuo Isiguro
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37 936:O63

思いやる勇気 : ユダヤ人をホロコーストか

ら救った人びと / キャロル・リトナー, サン

ドラ・マイヤーズ編 ; 食野雅子訳

長島 文夫先生

（腫瘍内科学教室）

ユダヤ人救出を行った人々の勇気という人間の尊厳という問題が描かれてい

る。一方で、一般市民の何も言わない、関わらないという態度は多くのユダヤ

人の死につながった。人間の死についてあらためて考えたい。

38 943:Se22
世界の測量 : ガウスとフンボルトの物語 /

ダニエル・ケールマン著 ; 瀬川裕司訳

千葉 厚郎先生

（第一内科学教室）

その時代の理解可能な範囲の境界線を越えて、それぞれのフィールドでこの世

界を測り取ろうとした２人の探検者の話です。直ちには理解出来ないことに出

会ったときに、その向こう側に向かう気持ちを起こさせてくれるかもしれませ

ん。

39 946:Y84
夜と霧 / ヴィクトール・E.フランクル著 ;

霜山徳爾訳

浮山 越史先生

（小児外科学教室）

ユダヤ人の精神科医がアウシュビッツの強制収容所で、精神科医の立場から書

いた本です。どのような状況にあっても光り輝く人はいる。そしてその人々は

皆死んでいった。穏やかな語り口から凄惨であった状況が感じられます。自分

はそのような状況で光り輝くことができるであろうか。人が生きる意味を考え

させられる1冊です。

40 QU450:R41
利己的な遺伝子 / リチャード・ドーキンス

[著] ; 日高敏隆 [ほか] 訳

要 伸也先生

（第一内科学教室）

著者は、生物とは「遺伝子という利己的な分子を保存するためにプログラムさ

れたロボットである」という。当時このような考え方もあるのだとびっくりし

た。実証も反証も容易でないその理論は今も色褪せない。

41 QU58.5:N73

二重螺旋　完全版 / ジェームズ・D.ワトソ

ン [著] ; アレクサンダー・ガン, ジャン・

ウィトコウスキー編 ; 青木薫訳

後藤田 貴也先生

（生化学教室）

DNAの二重らせん構造の発見者の一人である著者がその発見過程を綴った旧著

「The Double Helix」は、人間的には極めて不完全な、しかし人並みはずれた

野心家青年がいかにして現代生命科学の扉を押し開いたかが赤裸々に綴られて

いた。今回、資料を追補したこの超一級のサイエンスノンフィクションを、ポ

ストゲノム時代に学ぶ医学生にこそ薦めたい。

42 W820:N97
脳死とは何か : 基本的な理解を深めるため

に. 改訂新版 / 竹内一夫著

佐藤 栄志先生

（脳神経外科学教室）

医学の進歩は「脳死」という、新しい概念をもたらした。わが国では臓器移植

のドナーに限り、「脳死」を法的に人間の死として認めている。それでは「脳

死」とは一体どういう状態をいうのか？

「竹内基準」が、杏林大学から発信されたことを知らない医学生には必ず読ん

で欲しい。

43 W9:G47 偽善の医療 / 里見清一著
苅田 香苗先生

（衛生学公衆衛生学教室）

ベテラン臨床医里見（ペンネーム）が、医療現場で抱く違和感についてシニカ

ルに問題提起する。不確実性を認めない医療体制や過剰期待する患者へのつっ

こみは鋭く、容赦のない物言いを、インテリ医師の思い上がりだと評する向き

もあるようだが、主張は真っ当で小気味よい。続編「愚衆の病理」、「医師の

一分」もお勧め。

44 W9:H51
平静の心 : オスラー博士講演集 / オスラー

[述] ; 日野原重明, 仁木久恵訳

正木 忠彦先生

（外科学教室）

医師の心構えについてオスラー博士が折につけて語った言葉が心に沁みわたっ

てくる名著です。

是非医学生、研修医の諸君に読んでいただきたい。

45 W9:I82
Better : A Surgeon's Notes on Performance

/ Atul Gawande

萬 知子先生

（麻酔科学教室）

著者は、WHOの安全な手術のためのチェックリストを世界に広めた、アメリ

カ、ハーバード大学の外科医。自身の外科研修医時代のエピソードを含めた、

医療の安全とは何かを説いた名著である。「医師は最善を尽くしているか : 医

療現場の常識を変えた11のエピソード」の題名で和訳はあるが、原書もわかり

やすい英語で、医学生や若い医師にも読みやすい。アメリカの臨床現場を臨場

感をもって味わうとともに医療に関係のある英語に触れることができる。医学

生へのメッセージも書かれている。

※図書館所蔵は和訳本「医師は最善を尽くしているか : 医療現場の常識を変え

た11のエピソード」アトゥール・ガワンデ [著] ; 原井宏明訳 になります。

46 W9:I82

医師は最善を尽くしているか : 医療現場の

常識を変えた11のエピソード / アトゥー

ル・ガワンデ [著] ; 原井宏明訳

黒田 航先生

（英語学教室）

Atul Gawande の本はどれも推薦できるが、日本語で読める中ではこれを勧め

る。

47 W9:N76

人間と動物の病気を一緒にみる : 医療を変

える汎動物学 (ズービキティ) の発想 / バー

バラ・N・ホロウィッツ, キャスリン・バウ

アーズ著 ; 土屋晶子訳

黒田 航先生

（英語学教室）

ヒト専門の普通の医者に意識改革になる事、まちがいなし。

48 WA950:R45
臨床研究の道標 (みちしるべ) : 7つのステッ

プで学ぶ研究デザイン / 福原俊一著

古川 誠志先生

（産科婦人科学教室）

医師となり臨床を経験すると様々な疑問に直面します。教科書に載ってないこ

とも経験し、文献を漁って似たような症例を探したりします。本書は「これっ

てもしかして新しい知見じゃないか」と考えたあなたにきっと役立つ本です。

最終的な目標（論文化）までのプロセスを解説してくれます。

49 WB141.5:Ka55
患者はだれでも物語る : 医学の謎と診断の

妙味 / リサ・サンダース [著] ; 塚本明子訳

黒田 航先生

（英語学教室）

診断の本質的な難しさが、ニュースキャスターから医者になった反部外者の視

点から上手に描かれている。
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50 WB315:Su75

スピリチュアルケア : 病む人とその家族・

友人および医療スタッフのための心のケア

/ ウァルデマール・キッペス著

小林 陽一先生

（産婦人科学教室）

この本には病気で悩む患者さんに対してどのように接するべきか、分かりやす

くしかも実践的に解説されており、是非医学生に医師になる前に読んでいただ

きたい。

51 WL300:B91
ブレイン・ルール : 脳の力を100%活用する

/ ジョン・メディナ著 ; 小野木明恵訳

徳嶺 譲芳

(麻酔科学教室)

知的活動を成功させるためには、意識を集中し、高いレベルで継続させなけれ

ばならない。そうと知ってはいても、現実では難しい…。

本書は、人間の脳の特性を解き明かし、それをルールとして提示するよう試み

た。これらのルールを使いこなせれば、もしかすると脳をよりよくコントロー

ルすることができるかもしれない…。

52 WO9:C85
Complications : A Surgeon's Notes on an

Imperfect Science / Atul Gawande

萬 知子先生

（麻酔科学教室）

Gawandeの書き下ろし本である。医学生はよりよい医療を目指して勉学に励む

のであるが、一旦、医療現場に足を踏み入れると、合併症をいかに防ぐか合併

症が起きたときにいかに対応するかという恐ろしい現実が待ち受けている。し

かし、この著書は堅苦しい内容ではない。Gawande氏の研修医時代からのエピ

ソードを交えた読み応えのある内容である。「コード・ブルー : 外科研修医救

急コール」という和訳はあるが、原書の英語も読みやすい。

53 WX150:A46
The Checklist Manifesto : How to Get

Things Right  / Atul Gawande

萬 知子先生

（麻酔科学教室）

これは、WHOの安全な手術のためのチェックリストを作り上げるきっかけに

なったエピソード、作る過程、航空業界や建築業界のの安全管理を模範にした

こと、その苦労などがわかりやすく書かれている。チェックリストを安全管理

として医療現場に広めた原点である。アメリカではミリオンセラーとなってい

る。日本語訳版も出版されている。英語版も読みやすい。

※図書館所蔵は和訳本「アナタはなぜチェックリストを使わないのか? : 重大な

局面で“正しい決断"をする方法」アトゥール・ガワンデ著 ; 吉田竜訳 になりま

す。

54 WZ100:W78
ウィリアム・オスラー : ある臨床医の生涯 /

マイケル・ブリス著 ; 三枝小夜子訳

戸成 綾子先生

（放射線腫瘍学教室）

医療人としてじっくり考える良い機会となりました。
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